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た
。
な
お
、
遺
構
の
重
複
関
係
が

確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
複
数
回

の
改
変
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

曲
輪
の
内
部
を
埋
め
立
て
た
土

か
ら
は
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら

十
七
世
紀
初
頭
の
信
楽
焼
擂す

り

鉢ば
ち

な

ど
が
出
土
し
た
。

　

堀
の
西
南
部
は
調
査
区
外
と
な

る
が
、
ほ
ぼ
四
周
を
囲
む
よ
う
に

検
出
し
た
。
堀
は
幅
約
六
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
二
・
六
～
二
・
八
メ
ー
ト

ル
で
、
埋
土
か
ら
は
十
六
世
紀
後

半
の
信
楽
焼
擂
鉢
や
漆
器
椀
が
出

土
し
た
。

　

土
塁
は
堀
の
内
側
で
検
出
し
た
。
土
塁
基
底
部
の
幅
は
五
～
八
メ
ー
ト
ル

で
あ
り
、
土
塁
の
構
築
時
に
曲
輪
内
部
を
削
っ
て
い
る
た
め
、
基
底
部
は
削

り
出
さ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
土
塁
の
上
部
は
削
平
さ
れ
て
お
り
、
本

来
の
高
さ
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
堀
の
幅
と
深
さ
か
ら
、
土
塁
の
高
さ

を
推
測
す
る
と
、
堀
底
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
さ
で
あ
っ
た
と
推
定

で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
、
城
館
は
十
六
世
紀
後
半
を
中
心
と
す

る
時
期
に
機
能
し
、
十
七
世
紀
前
半
頃
に
曲
輪
、
井
戸
、
堀
が
埋
め
立
て
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

貴
生
川
遺
跡		

水
口
町
貴
生
川
小
字
森
立

　

貴き

生ぶ

川か
わ

遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
と
近
江
鉄
道
、
信
楽
高
原
鐵
道
が
交
わ
る

貴
生
川
駅
の
北
東
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
。

　

遺
跡
は
、
杣そ

ま

川が
わ

が
形
成
し
た
河か

岸が
ん

段だ
ん

丘き
ゅ
う

面
端
部
に
立
地
す
る
。
南
側
に

は
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
低
差
が
あ
り
、
南
西
か
ら
北
西
側
に
眺
望
が
ひ

ら
け
て
お
り
、
杣
川
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
る
。

　

貴
生
川
遺
跡
は
、
平へ

い

成せ
い

二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
に
、
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
う
試
掘
調
査
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
平
成

二
十
六
・
二
十
七
年
に
行
わ
れ
た
本
発
掘
調
査
で
、
弥や

よ
い生
時
代
か
ら
鎌か

ま

倉く
ら

時

代
に
か
け
て
の
集
落
跡
と
、
安あ

土づ
ち

桃も
も

山や
ま

時
代
の
城
跡
を
検
出
し
た
。

　

城
の
形
態
は
、
一
辺
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
（
半は

ん

町ち
ょ
う）
の
堀ほ

り

と
土ど

塁る
い

に
囲
ま
れ

た
平
地
の
単た

ん

郭か
く

方ほ
う

形け
い

城
館
で
あ

る
。
曲く

る
わ輪
内
部
の
大
き
さ
は
、
約

二
五
メ
ー
ト
ル
×
二
九
メ
ー
ト

ル
の
や
や
長
方
形
を
呈
し
て
い

る
。
土
塁
の
内
側
裾
で
は
、
幅

四
〇
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深

さ
八
～
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

溝
を
検
出
し
て
お
り
、
排
水
路
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
曲
輪
内

で
建
物
は
確
認
で
き
て
い
な
い

が
、
石
組
井
戸
や
、
大
型
の
結ゆ

い

桶お
け

を
設
置
し
た
土ど

坑こ
う

な
ど
を
検
出
し

図1　貴生川遺跡位置図

写1 北東からみる貴生川遺跡
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こ
の
城
館
の
築
城
も
し
く
は

改
修
の
契
機
は
、
永え

い

禄ろ
く

十
一

（
一
五
六
八
）
年
に
始
ま
っ
た
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

の
近
江
侵
攻
が
想
定
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
天て

ん

正し
ょ
う

十
三

（
一
五
八
五
）
年
の
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

に

よ
る
甲
賀
衆
の
改か

い

易え
き

処
分
﹁
甲
賀

ゆ
れ
﹂
に
よ
っ
て
、
甲
賀
衆
が
築

い
た
城
と
同
じ
よ
う
に
、
貴
生
川

遺
跡
の
城
館
も
廃
城
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
貴
生
川
遺
跡
で
は
城
館

東
側
の
隣
接
地
に
お
い
て
、
十
三

世
紀
の
溝
と
土
塁
囲
い
の
屋
敷
地

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
城
館
築
城
以
前
の
集
落
の
変
遷
が
わ
か
る
事
例
と
し

て
も
注
目
す
べ
き
遺
跡
で
あ
る
。

（
伊
藤
航
貴
）

︽
参
考
文
献
︾

・
甲
賀
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
﹃
貴
生
川
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
書
﹄、
甲
賀
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化

財
保
護
協
会
、
二
〇
一
七
年

・
甲
賀
市
教
育
委
員
会
﹃
貴
生
川
遺
跡
第
４
次
発
掘
調
査
報
告
書
﹄、
甲
賀
市
教

育
委
員
会
、
二
〇
一
八
年

写 2 堀断ち割り土層断面

今
郷
城
跡	

	

水
口
町
今
郷
小
字
崩
谷

今い
ま

郷ご
う

城
跡
は
、
今
郷
集
落
の
北
東
方
背
後
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。
周
辺

に
は
ほ
と
ん
ど
城
館
跡
が
存
在
し
な
い
空
白
地
帯
で
あ
る
。
城
跡
に
つ
い
て

は
﹃
甲こ

う

賀か

郡ぐ
ん

志し

﹄
に
城
跡
の
記
載
は
あ
る
が
、
城
主
等
に
つ
い
て
は
一
切
不

明
で
あ
る
。

　

城
跡
は
、
東
西
に
伸
び
る
丘
陵
の
南
方
へ
突
出
す
る
尾
根
先
端
部
を
利
用

し
て
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
東
西
は
谷
筋
と
な
り
、
北
面
の
み
が
尾
根

続
き
と
な
る
。

　

そ
の
構
造
は
方ほ

う

形け
い

単た
ん

郭か
く

の
典
型
的
な
甲
賀
型
城
館
で
あ
る
。
西
辺
は
約

三
〇
メ
ー
ト
ル
、
北
辺
は
約
二
五
メ
ー
ト
ル
、
東
辺
は
約
三
五
メ
ー
ト
ル
の

土ど

塁る
い

が
残
る
。
い
ず
れ
も
土
塁
の
高
さ
は
約
一
・
五
～
二
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

上
面
の
幅
は
約
二
メ
ー
ト
ル
を
測

る
。
周
囲
を
廻め

ぐ

る
空か

ら

堀ぼ
り

は
幅
約
四

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
一
～
一
・
五

メ
ー
ト
ル
を
測
る
。

　

城
跡
西
南
隅
部
で
は
土
塁
が
折

れ
曲
が
り
、
南
辺
は
凸
状
に
突
出

す
る
よ
う
で
あ
る
。
城
が
尾
根
先

端
に
構
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
よ
り

南
辺
に
は
土
塁
は
廻
る
も
の
の
空

堀
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
た
だ
、
東
南
隅
部
が

関
西
電
力
の
送
電
鉄
塔
に
よ
っ
て

図 3 今郷城跡位置図

今郷城
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破
壊
さ
れ
て
お
り
、
南
辺
の
構
造
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

北
辺
の
中
央
部
の
土
塁
は
開
口
し
て
い
る
が
、
そ
の
断
面
は
新
し
く
近
年

の
破
壊
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
開
口
部
の
堀
に
は
土
橋
が
架
か
り
、
東

西
辺
に
は
虎こ

口ぐ
ち

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
よ
り
、
本
来
も
北
辺
中
央
部
に
虎
口

が
構
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
近
年
に
幅
を
広
げ
る
た
め
に
、
土
塁
部
が
切

り
崩
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

小
規
模
で
は
あ
る
が
、
城
館
跡
と
し
て
の
遺
構
は
一
部
を
除
い
て
良
好
に

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
城
館
跡
の
空
白
地
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
今
郷
城

跡
の
存
在
は
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
地
元
で
は
今
郷
城
跡
の
西
側
に
も
城
跡

の
伝
承
を
伝
え
て
い
る
が
、
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
中
井　

均
）

（
註
）今
郷
城
跡
は
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
二
月
に
﹁
今
郷
好こ

う

日じ
つ

会か
い

﹂
に
よ
り

見
い
だ
さ
れ
、
翌
年
四
月
に
中
井
均
氏
（
滋
賀
県
立
大
学
教
授
・
当
時
）
と
と
も

に
現
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
新
発
見
の
城
跡
と
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

写 3 北東隅から南を臨む

写 4 北西隅から南を臨む

図 4 今郷城跡概要図(中井均氏作図 )

今郷城跡
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よ
っ
て
土
塁
や
空
堀
の
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
い
。
南
辺
は
破
壊
を
受
け
て
い

な
い
も
の
の
、
土
塁
は
構
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
上
田
城
跡
は
方ほ

う

形け
い

の
甲
賀
型
城
館
構
造
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

（
中
井　

均
）

上
田
城
跡	

	

甲
賀
町
大
原
上
田
小
字
小
山
田

上う
え

田だ

城
跡
は
、
大お

お

原は
ら

上う
え

田だ

集
落
の
北
方
背
後
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。
城

跡
の
北
東
に
は
大お

お

原は
ら

氏
の
墓
所
が
あ
る
。
城
跡
の
位
置
す
る
丘
陵
は
、
大
原

川
と
大
橋
川
の
間
に
東
西
に
伸
び
て
お
り
、
城
跡
の
西
側
に
は
大
原
上
田
城

跡
、
大だ

い

宝ほ
う

寺じ

遺
跡
が
点
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
城
跡
は
大
原
に
所
在
す
る
こ
と

よ
り
、
大
原
同ど

う

名み
ょ
う

中ち
ゅ
う

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
上

田
城
跡
は
大
原
氏
の
菩
提
寺
常じ

ょ
う

光こ
う

寺じ

の
背
後
に
位
置
す
る
こ
と
や
、
墓
所

に
近
接
す
る
こ
と
よ
り
、
大
原
氏
の
居
城
と
考
え
ら
れ
る
。

　

城
跡
に
は
東
辺
の
土ど

塁る
い

と
空
堀
が
残
さ
れ
て
い
る
。
残
存
す
る
土
塁
は
城

内
側
で
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
、
城
外
側
の
堀
底
よ
り
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
、

幅
は
上
端
で
約
二
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
空か

ら

堀ぼ
り

は
幅
約
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約

二
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
そ
の
残
存

状
況
は
良
好
で
、
約
四
〇
メ
ー
ト

ル
が
残
さ
れ
て
い
る
。
南
端
は
土

塁
が
開
口
し
て
お
り
、
虎こ

口ぐ
ち

で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
土
塁
外

側
に
は
土ど

橋ば
し

が
架
か
る
。

　

土
塁
は
大
き
く
﹁
く
﹂
の
字
状

に
折
れ
、
北
端
で
大
き
く
西
側
に

向
く
も
の
の
、
北
辺
は
林
道
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
よ
う
で
、
土

塁
は
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

西
辺
に
つ
い
て
も
道
路
造
成
に

写 5 曲輪内部からみた上田城跡

写 6 上田城跡の土塁

図 5 上田城跡位置図

篠山城

垂井城
南城

大宝寺遺跡 大原上田城

奥殿城

上田城
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図 6 上田城跡概要図（中井均氏作図）

　【上田城跡 註記】

　上田城跡に関しては、すぐ西にも現在「大原上田城跡」と呼んでいる城跡があったためか、2010 年の『甲
賀市史』第七巻も含め、1980 年代の城館分布調査当初から以下のような取り違えや混乱がみられる。

　・1980 年『日本城郭大系』第 11 巻（平井聖ほか編、新人物往来社）
　　　→大原上田城跡のみ採録
　・1984 年『滋賀県中世城郭分布調査』２（甲賀の城）（滋賀県教育委員会編・発行）
　・1994 年『甲賀町史』資料編（甲賀町史編纂委員会編、甲賀町）

→大原上田城跡を上田城跡と表記。本来の上田城跡を「的場」として紹介し「小字宮ノ東の小高いと
ころに、室町時代に弓矢の練習の場であったと伝えられ、盛り土や堀の跡が残っている」と説明

　・2003 年『甲賀町内遺跡詳細分布調査報告書』（滋賀県甲賀町教育委員会）
→「上田城遺跡」として、現在の大原上田城跡と上田城跡を一体のものとして採録し、「大原氏の一
族である上田氏の居城といわれている。的場と呼ばれる弓馬練習の場であったと伝えられ、盛土や
掘跡が残っている」と説明

　・2010 年『甲賀市史』第七巻〈甲賀の城〉（甲賀市史編さん委員会編、甲賀市）
→大原上田城跡のみ本文で紹介し、上田城跡は巻末一覧表の 476 ページに城跡伝承地として採録

　・2015 年『ふるさと再発見	大原』（藤村稔監修／大原自治振興会教育文化部員企画・執筆、大原自治振興会）
→『甲賀市史』によって大原上田城跡を紹介し、『甲賀町史』によって上田城跡を「的場」として紹介。
説明は両書に同じ

　・2022 年『令和３年度　滋賀県遺跡地図』（滋賀県編・発行）
→遺跡番号 365-017「上田城遺跡」と遺跡番号 365-129「大原上田城遺跡」を採録。番号からみて、先に「上
田城遺跡」が登録され、のち『甲賀市史』第七巻を典拠として「大原上田城遺跡」を追録

　今回紹介した上田城跡が『甲賀市史』から漏れたのは、城跡の近接、遺跡名の近似、２城を一体とする甲
賀町の詳細調査など、錯綜する情報をうまく整理できていなかったためと思われる。上田城跡と大原上田城
跡の情報は、『甲賀市史』第七巻と補遺とを合わせたものが最新となる。	（甲賀市教育委員会事務局歴史文化財課）

上田城跡



貴生川遺跡 （水口町貴生川）


